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　　The 　influellcc　of 　pyrazolate 　dispcrsion　ill　paddy 　water 　on 　 the 　herbicidal　 efficacy 　 w 乱 s

investigated　in　pot　tests　without 　lcaching　and 　run
−of 王of 　paddy 　water ．　 ITour　kinds　of　pyrazolate

granules　prepared　from 七wo 　diffcrcnt　recipes 　by　extruding 　through 　screens 　of 　O，6　and 　O．9　mm φ

wcre 　tested　before　weed 　emergcnce ．　 Samples 　 with 　bctter　dispersion　were 　found 　to　be　 more

effective 　in　these 　granulc　sizcs ．　Between 　two 　 salnples 　with 　worse 　dispersion．　granules 　of

O．9mm φ were 　less　effective 　t止1an 　those　of 　O．6　mm φ against （Jyperus　serotinus 　which 　is　rela −

tively　resistant 　to　pyrazolate ，　 Suspensions　and 　granules　containing 　pyrazQlate 　of 　the　same

particle　sizes 　were 　 compared 　in　herbicidal　 activity 　by 　trcatment 　before　and 　 after 　fert且iza−

tion．　 Granules　were 　inferior　to　 corresponding 　suspcnsions 、　especially 　when 　pyrazolate　was

coarse ．　 The 　dispersion　of 　granules 　deteriorated　under 　ferti1孟zed 　conditions ．　 Granules 　showed

poor 　activity 　under 　fertilized　conditions ．　 Three 　samples 　of 　pylazolate　granules 　with 　different

dispersion　in　paddy 　water 　were 　testcd　under 　fertilized　conditions ．　 The 　herbicidal　activity

increased　wtth 　enlarS ・ement 　of 　the　dispersion　aエea ．　The　results 　indicate　that 　the 　herbicidal

eMcacy 　is　influcnccd　by 　the　dispersion　of 　pyrazolatc 　in　paddy 　water ．　The 　dispersion　of 　granules

colτ elated 　with 　the 　hardness 　Qf 　water ．　and 　pエ actical 　paddy 　wa 七cr 　was 　considered 　to　correspond

to 乱 hardness 　 of 　less　than 　 10degrees．

緒 言

前報
1〕 で ， 筆者 ら は ，ピ ラ ゾ レ ー トの 粒度 と 除草効果

　＊　4−（2，4−Dichlorobcnzoyl ）一！，3−dimethyl−5−pyrazolyl
　　 少

一toluenesulfonate
＊＊ 　ピ ラ ゾ レ

ート製 剤 に 関す る研 究 （第 3 報）（第 2報 ：

　　 文献 1）参照）

　　 Studies　on 　Pyrazolate 　Formulation 　（Part 　3）．
　　 Fer 　Patt 　2，

　see 　Ref ．工）．
＊＊＊

現在 ； 島根大学農学部

　　 Present　address ： Depart 皿 e且 七 〇f　Environmental

　　 Sciences，　 Shimane 　University ．　 Nisllikawatsu −

　　 cho ，　Matsue 　690，　Japan

の 関係 に つ い て報告 した ．一
般 に，水 に 溶 け に くい 有 効

成分 を含有す る 水田用 の 粒剤 で は ，田面水 中 で の 崩壊分

散性 が生 物効果 に 影響を与え る と さ れ
2−T）

， 商品価値 の

問題 と も相ま っ て ，粒剤 の 崩壊分散性 の 改 良 は 製剤研究

上 の 重要 な検討課題 で あ る，ま た ， 粒 の 大き さ や粒剤 の

散布む らの よ うな有効成分 の 円面水 中 に お け る分散 に 関

係す る 要因が生物効果 に 影響 を与 え る とす る 報 告 は 多

い
7飼11＞．

　粒剤の 田 面水中に お け る 崩 壊 分 散 は 水 の 硬度
t2）や施

肥
3 ） の 影響 を受け る と され ，漆原

3）
は ジ フ ェニ ル エ

ー
テ

ル 系除草剤 の 剤型 と効果 に つ い て検討 し た 中で ，
NIP
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（2 ，
4−dichlorophenyl　4・nitrophenyl 　ether ）お よび CNP （2，

4，6・trichlorophenyl 　4・nitrophenyl 　 ether ）粒 剤 か ら の 有

効成分の 溶出は 化成肥料 の 施用 で抑制 され ， そ の 原因 は

粒剤 の 崩壊分散 の 劣化に よ る と報告した ．ま た ， 遠山 と

高沢
6）は ，CNP は 水溶解度 が 小 さい の で 粒剤 の 崩壊分散

性に は と くに意を用 い た と述 べ て い る ．さらに，畠 ら
4）

は ピ ペ ロ ホ ス 〔3・（2・methylpiperidino −carbamoylmethyl ）

0 ，0・dipropyl　phosphQnodithioate 〕と ジ メ タ メ ト リン 〔2・

methylthio ・4−ethyl   in。 ・6・（1，2−dimethylpropylamino）−s・

triazine〕 と の 配合粒剤に つ い て ， 粒の 大 き さ，お よび 田

面水 中で の 崩壊分散性 と除草効果の 開係を有効成分 の 溶

山と の 関連 で 検討 し，宮原 と荒井
9） は 水 中 2，4−D （ethyl

2，4・dichlorophenoxyacetate）　粒剤 と　PCP （sodium 　penta・

chlo τephenoxide ）粒剤 に つ い て ， 散布む らお よ び粒 の 大

きさ と， 除草効果 の 関係 を ， ま た ， 中山 ら
tO） は ベ ン チ

ォ ヵ一ブ 〔5・（4・chlorobenzy1 ）瓦 1＞diethylthiocarbamate〕

とシ メ トリソ 〔2−methylthio ・4，6−bisethylamino．s．triazine〕

と の 配 合粒 剤 に つ い て ，粒 の 大 き さ と，除草 効 果 お よ び

有効成分 の 溶出 の 関係を報告 し て い る．

　本報 で は ピ ラ ゾ レ ー
トの 剤 型 ，

ピ ラ ゾ レ ー ト粒 剤の 粒

径 お よ び 田 面水 中に お け る崩壊分散性 と ， 除草効果 に 関

す る検討結果を もと に ， 田面 水中 に お け る ピ ラ ゾ レ ー
ト

の 分散 と除草効 果 の 関係 に つ い て 報告す る．

Table　l　Recipes 　of　pyraz   late　granules．

A B

Pyrazolate 　Tcch ．乱）

Neocol 　SWCE   b 〕

Cellogen　5A  
c ）

Na −bentonite

TalcCalcium

　carbonate
「1）

％ w ／wlO

．50

．5

50．039

．0

％ w ！wIO

，50

、53

．0

86、0

EXtentione ）

（3
° hard 　water ）

40 ll

a 〕　purity 　g8％，　 Pulverized 　 3　times　 with 　JeL−
　 　Mill  ．
h ）　An 　 anionic 　 surfactant （Dai −ichi　Kogyo 　Sei−

　　yaku 　Co ．
，
　Ltd ．）．

c ）　Sodiuln 　 carboxy 　 methyl 　 cellulose （Dai −ichi

　　Kogyo 　Seiyaku　Co，，　Ltd．）．
d ） Hcavy 　calcium 　carbonate ，
e 〕　Magnification 　 of 　the 　dispersion　area 　in　test

　　water 　for　the 　projectiQn　area 　of 　a　granule

　　（5mln 　length）．

Tablc 　2　 Recipes 　 of 　pyr 乱 zolate 　granules．

SamPle 　NQ ． （1） （2） （3）

実 験 　方 　法

　1． 供試製剤の調製方法

　 1）　懸濁剤 と粒剤

　前報
1） の 実 験方法 1 ．2＞  項 お よ び 1 ．2 ＞   項 に 記 し

た サ ソ プ ル の うち，ピ ラ ゾ レ ー ト粉砕 品 1， II，　III，　V ，　VI

お よ び ピ ラ ゾ レ ー ト粒剤 1・G ， 工LG ，　III−G ，　V −G ，　VI・G を

用 い た．ピ ラ ゾ レ
ー トの 乾式粉砕品は ア ニ オ ン 界面活性

剤 〔ネ オ コ
ール SWCE   ，第

一
工 業製薬 （株）〕の O ．2w ！v

％ 水溶液 に 懸濁 させ た ．粒 剤 の 崩壊分散 性 は 2．項 の 方

法 で 測定 し ， 3 度硬水 中 67 倍 ， 10 度硬水 中 12 倍で あ っ

た ．

　2）　キ ャ リヤ ーお よ び 粒径 の 異 な る粒剤

　Table　1 に 示 し た 2 処方 で ， そ れ ぞれ 粒径 0．6， お よ び

0 ．9mm の粒剤を 調製 した ．

　 ピ ラ ゾ tr・一 トは 工 業用原体 （純度 98％）を ジ ェッ ト粉

砕機 〔ジ ＝ ッ トミ ル   　PJM 　／00NP 型 ， 日本 ニ ューマ チ

ッ ク （株）〕に よ り ， 供給 速 度 3kg ！hl，空気 圧 6．5kg！cm2

で 3 回 繰 り返 し 粉砕 し た ．他 の 原料 は 工 業用 を そ の ま ま

用 い た ．

　粒 剤 は 押 し 出 し 造 粒 機 〔エ
ッ ク ペ レ ッ ター  EXK −1

型 ， 不 ニ パ ウ ダル （株））を用い
， 開孔径 0．6 お よび 0，9

Pyrazolate　suspen −
　 siona ）

Dispersant

Amicol　No ．5  b ）

TalcBentonite

％ w ！w16

．7
％ w ！wl6

，7
％ wtwl6

．7

1．Od）　　5．Oe）　 10，0 「）

1．5　　　 1．5　　　 1．5

65．0　　　65，0　　　 65 ．7

22．0 　　　22．0　　　22．0

Extentionc）

　（3D　hard 　wuter ）

　 （lo
°hard 　water ）

11241 ー

75

Q
ひ

3

a ）
　 Pyrazolate 　 contcnt 　 63％．　 Pulverized 　 wi 亡h

　 　Attritor＠ for　45 　min ．
b ）　Dex 七rin （Nichiden 　Kagaku 　Co．

，
　Ltd ，）．

° ）　 See　Table 工．
d ） Sodium 　tripolyphosphate ，
e ）　De 皿 01 　P   （Kao 　Atlas　Co．，　Ltd ．，20％ solu −

　 　tion）．
f ）　Agrisol　FL 且00F   （Kao 　Atlas　Co ，，　Ltd ．，3％

　　solution ）．

mm の ス ク リーン に よ り造粒 し ， 送風乾燥機 （70
°C ）で

乾燥後，目開 き 1．000mm の ふ る い か ら押 し 出 し，目開

き 0．297mm の ふ るい で 微細部分を除去 し た．粒剤 1g

当 り の 粒数 は ， 粒 径 ゜．6   の も の が 約 25  0 粒 ，
0 ．9

mm の もの は 約 600 粒 で あ っ た ．
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Table 　3　Soils　uscd 　in　pot　tests ．

Soil A B C

Source Moriyama −shi ．　Shiga Yasu −cho ，　Shiga Yasu −cho ，　Shiga

pH 〔H20 ）
a 〕

CEC （me ！lOO　g｝b）

Humus （％｝
e ）

ワ自
ー

nO

5Q

」
戸
り

rD

ρ
01

5 ，807

．492
．15

5．345
．96L98

Coarse　sand （％）
d ）

Fine　sand （％）
己）

Silt〔％）
d 〕

Clay （％｝
d ）

4亠
尸
D

ρ

05

14
凸
ワ軸
1

24
亠

21

15．333
．937
．313
．5

23．943
．421
．711
．0

Soil　texturee 〕 Sandy 　loam Loa 皿 Sandy 　lo乱皿

〕

）

）

）

）

abCde Glass 　electrode 皿 ethod ．
AOAC 皿 ethod ．
T ▽ urin

’
s　lnethod ．

Pipette 　method 　by 　G ．　W ．　Robinson ．
Classification　by 　the　Intcrnational　Socie七y　of 　Soil　Science．

　3） 崩壊分散の 異な る粒剤

　キ ャ リ ヤ ー構成 が 同 じ で ，田面水 巾で の 崩 壊分散 が 異

な る 3 種類 の 粒 剤を ，
Table 　2 の 処 方 で 調 製 した ， ピ ラ

ゾ レ ートは 前報 り の 実験方法 1 ．2）  項 と 同
一条件 で ア

トラ イ タ
ー  に よ り 45分間粉砕 し ， 粒剤は前報の 1．2）

  項 と 同 じ方 法で 調 製 した ．

　2． 粒剤 の崩壊分散性評価法

　直 径 9cm の シ ャ
ー レ に 試験水 を 0．5cm の 深さに 入

れ ，長 さ 5mm の 粒剤 を選 ん で 投 入 し沈降させ た．30 分

後，粒剤 が崩壊分散 し た 面積 を 長径 × 短 径 で 求め，元 の

粒剤 の 粒 径 x 粒艮 に 対す る 倍率を求め た ．試 験 は 5 粒 に

つ い て 行な い ， 平均値 を求 め た。

　3 ， 除草効果試験法

　 1）　　　司
一
｛　ッ 　　ト言弌曁寅　1

　面積 200Cln2 の ポ ッ トに 滋 賀県守 山 rti
’
の 水 田土壌 A

（Table　3） を詰 め ， 加 水 し て 代 か き後 ， タ イ ヌ ビ エ

（Echinochloa　oi
”
y．“uicola）の 種 子 をポ ッ ト当 り 19 ず つ

土壌表層 0 ．5cm に 混和 は 種 し ， 水 深 を 4cm と した ．は

種 翌 口 （タ イ ヌ ビ エ 発芽前）お よ び 9 日後 （タ イ ヌ ビ エ

1 葉期）に 1ユ ）項 の 各 サ V プ ル を ピ ラ ゾ v 一
ト と し て

1kg ！ha（有効成分量 ， 以 下 a．　i．と略記 す る）の 割 合で 処

理 し た ．施肥 は 千代田 1ヒ成肥 料  14−8−14 （以下化成肥料

と略す）を代か き時に 500kg ！ha の 割合 で 加 え，土壌全

層 と よ く混和 し，施肥区 と し た ．予備実験 で ，懸濁剤 は

施肥後処理 し て も田面水 中 に お け る ピ ラ ゾ V 一 トの 分散

は 悪 くは な ら な か っ た が ， 粒剤の 田 面水 中で の 崩壊分散

は ， 施肥 後の 処 理 で 一ttし く 劣化す る こ とが 観察され た．

こ の た め ，粒 剤 に つ い て は 施 肥区 の ほ か に ， 無施肥区

（施肥せ ずに代か き し ，粒 剤処理後 5 日 日に 施肥区 と同量

を 施 肥 し た ）を 設 け た ．

　試験 は 30〜34 °C に 調節 し た ガ ラ ス 温 室 内 で ，漏 水や

流亡 の な い 条件下 ， 3連 反復 で 行な い ，水管理 は 蒸発 分

だ け毎朝補水し ， 水深 4cm を 維持 し た．

　調査 は 代 か き後 41 目 目に残存す る タ イ ヌ ビ エ の 地上

部生体重 を 測 定 し た ．

　2）　ポ ッ ト言弌験 2

　面積 1300cm2
， 深 さ 20　cm の プ ラ ス チ ッ ク コ ソ テ ナ に

滋 賀県野洲町 の 水田土 壌 B （Table　3）を，風乾土 と し て

19kg 詰 め ，化成 肥 料 を 200　kg／ha の 害1」合 で 加 え た の ち

加水 し ， 深さ 10cm に混和 し代 か き した．各 ポ ッ トに タ

イ ヌ ビエ ，ホ タ ル イ （ScirPUSJ
’
uncoides ）の 種子各 2 お

よ び 0．5g を表土 O ．5cm に 混和 は 種 し た ．ミ ズ ガ ヤ ツ リ

（CJ・Perus　serotinus ）は 塊茎 4個 を土 壌表 面 に 置 き ， ウ

リ カ ワ （Sagittαnfa　P）
，g ／naea ）は 塊茎 4 個 を 深 さ 1cm

に 植え付け た ．水稲 は 1 株 2 本仕立 て で 2 株移植 した．

広葉雑草 は 自然発生 に 任 せ た．水深 を 4cm と し，3 日後

に 1．2）項 の 粒剤 を a．i．1kg ！ha の 割 合 で 処 理 し た．試

験 は 20 〜25 ° C に 設定 し た ガ ラ ス 温室 内で 漏水 や 流 亡 の

の な い 条件下 ， 3 連 反復で行な い ，水管理 は 蒸 発分だ け

補水 し，水深 4cm を維持 し た ，処 理 後 40 日 目に 各ポ ッ

トの 残草量 を 観察判定 し た．結果は 0 （無効）〜 5 （効果

極 人） の 6 段 階 で 評価 し た ．

　3）　ポ ッ ト試験 3

　2 ）と同様 の コ ソ テ ナ に 滋 賀 県 野 洲 町 の 水田土壌 C

（Table　3）を 19kg 詰め ， 化成肥料 を 200　kg〆ha の 割合 で

加え た の ち加水し ， 深 さ 10cm に 丁 寧に 混和 し代か き し

N 工工
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た．以下 2）項 と 同様 に 試 験 区 を 設定 し た ． 3 日後 に ，

L3 ）項 の 粒剤を各 a．　i。3
，
1．5

，
0．75　kg！ha の 害1合で 処

理 し た ．ポ ッ トは 初 め の 2 週 間 は 昼 間 20°C
， 夜間 15°C

，

そ の 後は 昼間 25＝C
， 夜 間 20 °C に 設 定 した ガ ラ ス 温室

内に 置 い た．試 験は 2 連 反復 で 実施 し ， 田植え後 39 日 「1
に 残草 の 地 上 部生体重 を 測定 した ．

　4． 硬度測定および標準硬水の 調製

　水 の 硬度 は 衛生 試験法注解
工a ）

の 方法 に よ り測走 した ．

標準硬水 は 農薬公定法註解 助 に準じ て調製した ．

実　験　結 果

　1． 剤型の差お よび施肥 の 有無と 除草効果

　 ポ ッ ト試 験 1 で は 剤型 の 差お よび 同一粒剤の 川 面水中

に お け る 崩壊分散 の 差 が 除 草 効果 に 及 ぼ す影 響 を 調 べ

た ．は 種 9 日後処理 に お け る除草効果試験の 結果を Fig．

1 に 示 す．懸濁剤 は どの サ ソ ブ ル も ほ ぼ 完全な除草効果

を 示 し ， サ ン プ ル 間 に 差 は み られな か っ た ．一
方 ， 粒剤

は ピ ラ ゾ レ
ー

トの 粒度 が きわ め て 細 か い VI−G で 高 い 除

草 効 果 を 示 し ， 懸 濁 剤 と ほ ぼ 同等 で あ っ た が ， ピ ラ ゾ レ

ートの 粒度が粗 く な る に 従 っ て除草効果は 低 くな っ た．

施 肥 の 有無 で は ，粒剤 の 崩壊分散 の よ い 無施肥区 が ，同

じ杭剤 の 施肥区 よ り高い 除草効果を 示 し た．は 種翌 日処

理 で は ， どの 試験区 もほ ぼ 完全 な 除草 効果を示 した ．

　水田 に処理 され た ピ ラ ゾ レ ートは 田面水 中に 徐 々 に 溶

出 し，比 較 的 速 や か に 加 水 分 解 さ れ ，活 性 成 分 DTP

（destosyl　pyrazolate）と な っ て 除 草 効 果 を発現す る と考

え られ て い る． こ の 試験結果は ， 田面 水中 へ の DTP の

生成 が 前報
1）

で 報告した ピ ラ ゾ v 一トの粒度 ば か りで な

く，剤 型 の 差お よ び粒剤の 田 面 水 中 に お け る崩壊分散，

す なわ ち ピ ラ ゾ レ ー ト粒子 の 田 面水中に お け る 分散性 に

よ っ て も影響 を 受 け ， と くに 処 理 が 遅 か っ た 場合 に は 除

草効果に 大 きな影響を与 え る こ と を示唆 して い る．

　2 ． 粒剤粒径 ， 崩壊分散性 と除草効果

　 ポ ッ ト試験 2 で は粒の 大き さ ， お よ び 粒剤 の 田 面水中

で の 崩壊分散性 が 除草効果 に 及 ぼ す影響 を 調 べ た ．試 験

時 の 観察に よ れ ば ， 田面水 中 で A 処方 の 粒 剤 は 良好な崩

壊 分散 を示 し た が ，B 処方 の 粒剤 は土 壌表面 に 粘 りつ く

よ う に崩壊 し ， 分散面積 は 小 さか っ た．同
一

処方 の 粒剤

間 で は，粒 径 が 異な っ て も 1 粒 の 分散 面積 に は 大き な差

は み ら れ な か っ た h：
，
　 O．6　mni φの 粒剤 は 粒数 が 多 い の で

土 壌表面 の 被覆率 は 高 か っ た．

　除草 効 果 試 験 の 結果 を Fig．2 に 示 した ．　Fig．2 に は 全

草 種の ほ か に ，製剤間 の 効力差が顕著で あ っ た ミ ズ ガ ヤ

ツ リの 結果 を併記 し た．除草 効 果 は ， 良好 な 崩壊分散 を

示 した A 処方 の 粒剤が，B 処方 の 粒剤よ り明 らか に 優 れ

て い た ．ま た ，全 学：種 で は A ，B 処 方 と も粒 径 の 差 は な

か っ た が ， ピ ラ ゾ レ
ートに 比較的抵抗性 の ミ ズ ガヤ ツ リ

に 対す る 効果 は ， B 処 方 で 0 ，6mm φ の 粒剤 が 0 ．9mrn φ

の 粒剤 よ り優れ て い た ．A 処方 で は 粒径 間 の 効 力差は み

られ なか っ た． こ の 結果 は ，粒 が 大 きくな っ た り ， 粒剤

の 崩壊分散 が 悪 い と ， 田 面 水 中 で の ピ ラ ゾ レ ー
ト粒子 の

分散 が 悪 くな るた め，DTP の 生成 が抑制 され ，
ピ ラ ゾ レ

ートに 抵 抗性 の 草 種か ら除草効果 が 低下す る こ と を 示唆

して い る．

　3． 粒剤 の 崩壊分散性と除草効果

　ポ ッ ト試験 3 で は キ ャ リヤ
ー

構成 が 同 じで 田 面水 中で

の 崩壊分散 が 異な る 粒剤 に つ い て ，同
一

施肥条件下 の 除

草効果を比較 した ．除草効果試験 の 結果を Fig．3 に 示 し

た ．ま た，Fig．4 に は ポ ッ ト試 験時 に お け る粒剤 の 崩壊

分散 の 状態を示 した ．粒剤の 崩壊分散が 悪 く な る に つ れ
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Trcatment 　was 　given　g　days 　after 　seeding 　of 　barnyardgrass　at 　a 　dose 　of 　l　kg！ha ．　 Particle
size 　of 　pyrazQlate ． 1 ： Su．（m21g ）L36 ，1）3e．s （μm ）5．4，　II ： 1．76，4．3，　III： 2．03．4．0，　V ：5．13，
4．1，VI ：7．47，2．8，
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Fig．2　 Herbicidal 　efficacy 　of 　pyrazolate 　granules
by 　size　and 　dispersion　in　water ．

Treatment 　was 　given 　3　days 　after 　transplとLnt εしtion

of　 rice 　 seedlings ．　 A ，　 B ： see 　 Tablc 　 1、　 一 ：

Cy 俾   5　 sarotinus ， 1．　 ： To 亡al　 weeds ．　 IIer−

bicida正　rating ；　0 ： growth 　inhibitk ）n 　O
− 109．乏卩　1：

11−30？も，2 ： 31・−50「1．6，3 ： 51−7  ％，4 ： 71−90gも，5 ：

91− 100g，tt，

て ， 除草効果は 低下 す る 傾向を 示 し ， こ の 傾向は と くに

低薬量 lx；で 顕著 で あ っ た．

考 察

　 ピ ラ ゾ レ ー トの 田 面水 中に お け る 分散 に 影響す る 製 剤

物性 が ピ ラ ゾ ン
ートの 除草効果 に 影響を 与え た．前述 し

た よ う に 有効成分 の 田 面水中 に お け る 分散性 が 生物効 果

に 影響 を与え る とい う禄告 は 多く ， 多 くの 場 合 ， そ の 原

因 は 有効成分 の 溶 出 との 関係 で 論 じ られ て い る ，ピ プ ゾ

レ ートの 場
．合は ， 旧 面 水中 に お け る ピ ラ ゾ レ ートの 分散

が よ い ほ ど ピ ラ ゾ レ
ー一トの 溶出 が ｝・く ， こ の た め 活性 成
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Treatment　was 　givcD　3　days　after 　transpIantation

of 　rice 　seedlings 、

分 DTP の 生 成 も早 い と考え られ ，
　 m 面 水中 で ピ ラ ゾ v

一 トの 分散が 悪い 製剤 の 除草効果 が 劣っ た の は ピ ラ ゾ レ

ー トの 溶出，そ れ に 次 ぐ DTP の 生 成 が 遅 く ， 必 要 な と

きに 除草 に レ分 な 濃度 に 達 し な か っ た た め と考え ら れ

る．こ の よ うな 製斉1．で は ，ポ ッ ト試 験 1 の 9 凵 後処 理 や

ポ ッ ト試験 2 の ミ ズ ガ ヤ ツ リ に対す る例に み られ る よ う

に ，粒剤 の 処 理 時期 が 遅 れ た 場合 や 上
．
ヒ較的抵抗性 の 草種

が 多い よ う な ほ 場条件 ドで は ，除 苧：効果 は 低下 す る と考

え られ る．前 ltliti）
で 服告 し た ピ ラ ゾ レ ー トの 粒度 と ，

’
木

i！臣の 田 面水 中に お け る ピ ラ ゾ レ ー トの 分散 と い う二 つ の

要因 は ，密接 に 関連 し合 っ て DTP の 供給 に 関 与す る．

．
方 ， 生 成 した DTP は 流亡 や 分 解 に よ り1．ヒ較的 速 や か

に 消失す る．こ れ ら供給 と消失 の バ ラ ン ス が うま く保 た

れ ，
DTP が有効 濃 度 以 Eに 維持さ れ る と高 い 除革 効 渠

が 発現 され ，逆 に ，．バ ラ ン ス が 崩 れ て DTP が ト分な濃

度 で 維持 され な い と除草漕 「生が 低下す る と 考 え られ る ．

木幸1．1の 除草効 果試験 は IIl面 水 の 1
；
」ic亡 や溶脱 の な い ポ ッ 1・

試験 で あ っ た た め ，生成 し た DTP は 消失が 少 なく， 分

Sample 　No ． （1） 〔2） （3）

Fig．4　DispcrsiQu　of 　pyr としzolate 　gralluleg｛n 　paddy 　water 　under 　tlle　pot　test　c く》nditi 〔〕n ．
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散 の よ い 製剤 ほ ど除草効果 も高か っ た が ， 田 面 水 の 流亡

や溶脱 の あ る 実際 の 水田 で は ，本報 で 除草効果 の 高 か っ

た 製剤が 高い 除草効果を 示す と は か ぎら な い ．こ の 点 は

今 後 の 研究課題 で あ る ．

　粒 剤 の 崩壌分散性 が 除草効果 に 与える影響 に 関 し ， 別

実験 で キ ャ リ ヤ ーお よ び分散剤を変え て 同等 の 崩壊分散

を 示 す ピ ラ ゾ レ ー
ト粒剤を 2 種類調製 し ， 除草効果 を上

』
ヒ

較 し た が ， 両者に 効果の 差 は み られ な か っ た ．本報 の ポ

ノ ト試験 1，2，3 の 結果 と 合 わ せ 考え て ，キ ャ リヤ ーや 分

散 剤の 種類 は 除草効果に 直接的 な 影響を与え ず ， これ ら

に よ っ て 粒剤に 付勹．され た ピ ラ ゾ V 一 卜粒子 の 田 面 水中

で の 分散性 が 除草効果 に 影響 を 与え た も の と考 え られ

る．

　ポ ッ ト試験 1 で ， 同じ粒剤 で も 化成 肥 料の 施肥条件下

で は 除草効果 は 低下 し た．そ こ で 粒剤 の 崩壊分散 が 劣 化

す る 要因 を 知 る た め ， 各地 か ら入手 した水田上壌 を，精

製水 で 抽出 し，抽出液 中で 粒剤 の 崩壊分散 を 調 べ た と こ

ろ ， 1 回 目の 抽 出液中 で は 崩壊分散 の 悪 い 」嬢 で も，抽

出残一ヒの 2 回 目 の 抽出液 中で は ，粒剤 は 良好 な崩壊 分散

を 示 した ．こ の こ と は ， 粒剤 の 崩壊分散 の 劣化 は 十 壌 自

体 に よ る も の で は な く，．1二壌に 含ま れ る 可 溶性物質 に よ

る こ と を 示 し て い る．粒剤 の 崩壊 分散 は ， 肥料 や 多 くの

電解質溶液中で も劣化 した ．水旧 で は ，入 水耕起と同時

に こ れ ら が 溶出 し，粒剤 の 崩壊分散 に 影響 を 与え る と考

え ら れ る．ま た ，標準硬水中 で こ の 粒剤の 崩壊分散性 を

調 べ る と ， 水 の 硬度 と粒剤の 崩壊分散性 の 間 に は 相 関 関

係 が み ら れ ， 崩壊分散 は 5 度 以 上 の 硬水中 で は 硬度 が高

く な る に つ れ て 徐 々 に 劣化 し，30 度 で は ま っ た く 崩壊 し

な くな っ た．そ こ で ， ピ ラ ゾ レ ー ト処 埋 時 期 の 田面 ノkが

どの 程度 の 硬水 に 相当す るか を調 べ る た め に ， 滋賀県 内

8 か 所 の 水田 か ら 円面 水 を 採取 し，硬度 を測定す る と と

もに ， そ の 中で の 柆剤の 崩壊分散性 を 調 べ ，標準硬水 と

比 較し た と こ ろ ， 田 面水 は い ずれ も 2 〜 3 度 の 硬度 を で亅

．

し ， 粒剤 は ど の 田 面 水 で も 5 度 の 標準硬水 と同等の 崩壊

分故 を 示 し た ．こ こ に 得られ た 田 面 水 の 硬度 実 測 値 と ， 粒

剤 の 崩壊分散性が 相当す る椋 準硬水 の 硬度 と の 差 （2 〜

3 度） は ，一
般的 な 耕作条件に お け る硬 度 測 定 法 で は 測

定 で きな い 崩壊分散劣化要因 ， す なわ ち肥料や土壌中に

含ま れ る 冂」
．
溶性 物質の 影響と考

’
え ら れ る． U 本 の 水 H の

円 面 水 が 粒剤 の 崩壊分 散性 か らみ て ， 最高 fl1∫度 の 硬水 に

相 当す る もの ま で あ る か は ，地域性 や 7k田 の 管理 条件 に

よ り異 な る の で 一概に は い え な い が ， 目 本 の 河川 水の 硬

度 は普通 は 2 〜 3 度と い わ れ ，地下水 で は 5 度を こ え る

もの も あ る が ユ0 度 以上 は 少 な い と さ れ る
14）．し た が っ

て ，粒剤の 崩壊分散性 か ら み て 10度以 Eの 硬 水 に 相 当

す る よ うな 出 面 水 は ， 十拓地 な ど きわ め て 限 られ た 地域

の み と 考え られ る．こ れ ら の こ と か ら， ピ ラ ゾ レ ート粒

剤 は 工Q 度硬 水中 で 良好 な崩壊分散を示す よ う な 処 方で

あ れ ば ， 実際 の 水 円 で も 効 力不足 を 生ず る こ と は 少ない

と考え られ る．実際 の 水 田 で ピ ラ ゾ レ ートの 最 高の 除草

効 果 を得 る た め の 粒剤 の 分散 性 に つ い て は ，さ ら に 研究

す べ きで あ るが ，押 し 出 し造粒法に よ る粒剤 の 場合に は ，

キ ャ リヤ ーや 分散剤 の 選択 に よ っ て 広範囲 に 崩壊分散性

を調節す る こ とが で き る の で
， 粒剤 は 水田 に よ る 崩壊分

散性の変化 が 少 な い 処方 と し，そ の 処方 で 高い 除草効果

を示 す ピ ラ ゾ レ ートの 粒度を 求 め る の が得策 で あ る と考

え られ る．

要 約

　 ピ ラ ゾ レ ートの 田面水 rli で の 分散性が除草効果に 及 ぼ

す影響を凵面水 の 流亡 の な い ポ ッ ト試験 で 検討 し た ．

　 田 面 水 中 で の 崩壊分散性 が 異 な る 2 処 方 で
， 押 し 出 し

粒径 0 ．6 お よ び 0・9mm の 計 4 種 の 粒剤 の 除 草 効 果を

比 較 した と こ ろ，ど の 粒 径 で も 崩壊分散 の よ い 粒剤 の ほ

うが 高 い 除草効果を示 し た ．崩壊 分散の よ い 処方 で は 粒

径聞 の 羌 は な か っ た が ，悪 い 処 方 で は ，粒径 が 小 さ い 粒 剤

の ほ うが ミズ ガ ヤ ツ リに対す る 除 学：効果が 優 れ て い た．

　同
一
粒度の ビ ラ ゾ レ

ー
トを有す る 懸濁剤 と 粒剤 （施 肥

区 と 無施肥 区）に つ い て 除草効果を上七較す る と ， 主剤 の

粒度 がきわ め て 細 か い も の で は 製剤 型 間の 差は な か っ た

が ，粒度 が 粗 くな る に つ れ て 粒剤の 除草効 果は 懸濁剤よ

り悪 く な っ た ．粒 削 の 施 肥 区 と無施肥区で は 崩壊分 散 の

よ い 無施肥 区 の ほ うが 高 い 除草 効 果を 示 した ．

　同
一一

キ 1・　 1丿ヤ ーよ り調 製 し た崩壊分散 が 異な る 3 種類

の 粒剤 の 除草効果を 施肥条件下 で 比 較 した と こ ろ ，崩壊

分散の よ い もの が 除草効果 も高 か っ た．

　以 上 の よ う に ，ピ ラ ゾ レ
ー

トの 除草効果 に は ，主剤の

粒度 と と も に
， 田 面 水中に お け る主 剤 の 分散性 が 影響を

与え た．一
方 ，

ピ ラ ゾ レ
ー

ト施 用期 の 田 面 水 は ， 粒剤 の

崩壊 分散性 か らみ て ，10 度 以 E の 硬 水 に 相 当す る も の は

少 な い と考え られ た ．し た が っ て ，ピ ラ ゾ レ ー ト粒剤 は

10 度硬 水 中で 良 好 な 崩 壊 分 故 を 示す処方 とす る 必 要 が

あ る．

　終 りに ，本 研 究に 当た り， 終 始 ご鞭撻 い た だ い た ｝
is
研

究 所 長 石 田
一
｛雄博 士 ，実 験 の

一
部 を 担当 し て い た だ い

た 新藤正 宏 ， 小井 　清 ， 田井 中昌子 の 各氏 に 深甚な る 謝

意 を 表 し ま す，な お ，
Table　3 は 東京農業 大 学 上 壌学教

窒 に 依頼 し た 分析値 で あ る．
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